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後記

　社会状況が厳しい中，第 99 回日本泌尿器科学会総会を滞
りなく終えることができました。これも偏に皆様のお力添
えのお蔭と，この紙面をお借りして，改めて深く感謝申し
上げます。
　3 月 11 日の東日本大震災以降，私たちはいかに対処すべ
きか，正直言って，苦渋に満ちた日々が続きました。そん
なとき，解決の手がかりを求めて読み直した本に，中曽根
元総理が昨夏，92 歳のときに，若者向けに書かれた『わた
しがリーダーシップについて語るなら』（ポプラ社）があり
ます。その最終章「何が人をリーダーにさせるのか」の一
節を紹介します（一部改変，中略）。
　「人間が集まって組織を作り，なにか同じ目的で行動する
とき，そこには必ずメンバーを 1 つにまとめ，定まった方
向に引っ張っていく役割を担う人間，リーダーが存在する。
組織のメンバーの利害は 1 人ひとり違う。リーダーはそれ
を調整しながら，目の前の問題を現実的に処理しなければ
ならず，その責務から逃げることは許されない。
　『自分ははたして正しい選択をしたか』と自分に問うと
き，そして，『この組織の将来は自分の決断 1 つにかかって
いる』と感じるとき，その重圧感は恐ろしい。それに比べ
たら新聞で批判されたり，世間に誤解されたりすることな
ど，たいした問題ではない。こうした重圧に立ち向かう勇
気，それに耐える精神力，暗闇の中から答えをみつけだす
叡智はどこから生まれてくるのか。
　その準備は，すでに子どものころからはじまっていて，
大人になってリーダーについたからといって，身につけら
れるものではない。孔子の教え「修己治人」にあるように，
己を修めるためには，若いころの経験，教養，思考が大切
である。それらが自然に心のなかの土壌に染みこんで，初

めて，自分はどう生きるべきかという問いに対しての答え
が，心の奥から聞こえてくるのだと思う」
　「修己治人」が身についていない私は，この著書にもう少
し早く出会っておればと，悔やみました。学会のほうは幸
いにして，東北地方や海外の方々を含め，数多くの温かい
ご支援により滞りなく終えることができましたが，気に
なっていたのは，著書にある「若いころの経験」でした。
そこで総会にお越しいただいた中曽根元総理に，それは何
だったのかをお尋ねしたところ，「戦争です」と即答されま
した。
　「具体的には？」とは問いませんでしたが，元総理の著書
や随筆から拝察するに，元総理ご自身のこととしては，最
愛の母の死，弟や友人の戦死，戦況厳しい中での海軍青年
指揮官としての苦悩などの経験であり，国家としては，国
を思い，家族を思い，一生懸命生きようとする国民の静か
な情愛と，復興に向けて立ち上がろうとする精神力と忍耐
力を目の当たりにされた体験でしょう。
　戦後日本の奇跡的な復興は，現在の 70 歳台までの高齢者
の偉業であり，それ以後の若い世代はその偉業を日々喰い
つぶしていると，私は常々思い，自省しています。政治の
世界でも，経済界でも，最近のリーダーには信念が乏しく，
小利私欲に走りがちのように見えます。国民も，平和と高
度成長の中で，人の和，思いやり，ねばり強さ，勤勉さと
いった，日本人古来の特性を忘れがちになっています。
　戦争や大震災をきっかけに，わが身を振り返るとは非礼
の感はありますが，「修己治人」を身につけ，物心両面で満
たされた日本を復興させるために，末長く努めることが，
被災された方々への弔いだと，私は思っています。
 （郡　健二郎）
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